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は
じ
め
に

糖
尿
病
は
、
現
在
で
は
一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
病
気
で
あ

ろ
う
。
医
療
人
類
学
で
は
病
気
を
、
貧
し
さ
病
と
豊
か
さ
病
に
区
別

す
る
こ
と
が
あ
る
。
結
核
や
乳
児
下
痢
症
な
ど
が
貧
し
さ
と
関
連
す

る
の
に
対
し
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
と
関
連
す
る
病
気
と
し
て
は
、

痛
風
な
ど
と
と
も
に
糖
尿
病
が
そ
の
代
表
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

「
こ
の
世
を
ば　

わ
が
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の　

欠
け
た
る
こ
と
も 

な
し
と
思
へ
ば
」
の
和
歌
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
栄
耀
栄
華
を
き

わ
め
た
平
安
期
の
藤
原
道
長
は
六
一
歳
で
亡
く
な
る
の
だ
が
、
晩

年
、
激
し
い
口
渇
と
多
尿
、
視
力
障
害
な
ど
か
ら
、
糖
尿
病
に
苦
し

ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
糖
尿
病
は
、
経
済
的

に
豊
か
な
階
層
の
み
に
み
ら
れ
る
病
気
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
十
年
で
、
糖
尿
病
の
有
病
率
の
様
相
が
か
わ
っ

て
き
た
。
最
初
の
衝
撃
的
な
事
例
は
、
ア
リ
ゾ
ナ
の
ピ
マ
・
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
た
ち
を
慢
性
的
な
栄
養
失
調
か
ら
解
放
し
よ
う
と
い
う
努

力
が
、
期
せ
ず
し
て
肥
満
と
糖
尿
病
の
蔓
延
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
（Bannett 1971

）。
し
か
し
、

こ
の
糖
尿
病
の
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
増
加
は
、
何
も
特
殊
な
ピ
マ
・

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
、
そ
の
後
の
ア
ジ

ア
の
趨
勢
で
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。

一
九
八
〇
年
代
ま
で
糖
尿
病
は
、
先
進
国
の
経
済
的
に
豊
か
な

人
々
の
み
に
み
ら
れ
る
生
活
習
慣
病
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
近
年
、
私
た
ち
の
調
査
で
も
、
ア
ジ
ア
全
域
に
糖
尿
病
が
激
増

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
感
染
症
の
流
行
は
、
規

模
の
小
さ
い
順
番
か
ら
、
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
地
域
流
行
）、
エ
ピ
デ

第
Ⅱ
部 
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

高
齢
化
す
る
ア
ジ
ア
と
蔓
延
す
る
糖
尿
病
へ
の
対
策

―
―
フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
の
現
場
か
ら

松
林
公
蔵
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ミ
ッ
ク
（
国
内
や
数
ヶ
国
の
流
行
）
そ
し
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界

流
行
）
に
分
類
さ
れ
る
。
糖
尿
病
は
感
染
症
で
は
な
い
も
の
の
、
今

や
、
ア
ジ
ア
の
糖
尿
病
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
形

容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（D

ans et al. 2001

）。

こ
の
よ
う
な
疾
病
構
造
の
転
換
に
は
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
顕
著

と
な
る
人
口
構
造
の
転
換
、
す
な
わ
ち
寿
命
の
延
長
と
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
社
会
の
変
化
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅰ
人
口
転
換

人
類
の
集
団
の
人
口
構
成
は
、
社
会
が
未
成
熟
な
間
は
多
産
多
子

で
あ
る
が
、
や
が
て
社
会
の
成
熟
と
と
も
に
、
多
産
多
子
か
ら
多
産

少
子
、
や
が
て
少
産
少
子
へ
と
推
移
す
る
。
こ
の
現
象
を
、
人
口
転

換
（D

em
ographic T

ransition

）
と
よ
ぶ
。
人
口
転
換
の
最
終
局

面
と
し
て
社
会
は
高
齢
化
す
る
。
二
〇
世
紀
後
半
に
お
い
て
先
進
諸

国
は
、
人
口
転
換
の
結
果
高
齢
社
会
と
な
っ
た
。
し
か
し
二
一
世
紀

は
、
現
在
の
途
上
国
の
う
ち
の
多
く
が
少
子
高
齢
社
会
に
は
い
っ
て

ゆ
く
。
二
〇
〇
〇
年
こ
ろ
を
境
に
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ

を
除
く
世
界
中
の
地
域
で
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
が
始
ま
っ
た
。

日
本
は
す
で
に
著
し
い
少
子
高
齢
社
会
に
入
っ
て
久
し
い
が
、
東
ア

ジ
ア
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
も
、
人
口
転
換
が
か
つ
て
の
欧
米
諸
国

以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
二
〇

〇
〇
年
頃
を
境
に
ア
ジ
ア
の
全
域
で
人
口
の
高
齢
化
が
始
ま
り
、
二

〇
五
〇
年
に
は
、
日
本
に
つ
い
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、
タ
イ
、

中
国
と
い
っ
た
比
較
的
裕
福
と
考
え
ら
れ
る
ア
ジ
ア
の
国
々
が
高
齢

社
会
（A

ged Society

）
と
な
り
、
そ
の
他
の
地
域
、
ア
ジ
ア
で
は

相
対
的
に
貧
し
い
と
さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
さ
え
も
高
齢
化
社
会
（A

ging Society

）
を
む
か
え
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
豊
か

と
は
い
え
な
い
地
域
に
お
い
て
も
、
百
寿
者
が
希
な
ら
ず
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
写
真
１
）。

日
本
で
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
全
国
に
導
入
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度

の
推
移
と
そ
の
効
果
が
注
視
さ
れ
て
い
た
当
時
、
人
口
学
や
社
会

写真１　ラオス・ソンコン郡における百寿者

学
、
経
済
学
の
国
際
会
議
で
は
、
ア
ジ
ア
の
高
齢
化
が
そ
ろ
そ
ろ
認

識
さ
れ
議
論
の
俎
上
に
の
ぼ
り
始
め
て
い
た
が
、
老
年
医
学
、
老
年

学
の
領
域
に
お
け
る
「
高
齢
問
題
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
本

や
欧
米
な
ど
の
先
進
諸
国
の
議
題
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
感
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
学
領
域
の
主
要
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
母
子
保
健

を
中
心
と
す
る
感
染
症
や
栄
養
失
調
、
そ
れ
に
熱
帯
感
染
症
が
中
心

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
約
一
〇
年
間
に
お
け
る
世
界
の
人
口
動
向
の
推
移

は
、
ア
ジ
ア
の
少
子
高
齢
化
が
予
測
を
う
わ
ま
わ
っ
た
ス
ピ
ー
ド
で

進
行
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
医
学
の
分
野
で

も
「
高
齢
問
題
」
が
現
実
の
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

こ
の
一
〇
年
間
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
の
高
齢
化
に
向
か
う
ス

ピ
ー
ド
は
著
し
い
。

Ⅱ
ア
ジ
ア
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
の
実
態
と

予
測
の
一
〇
年
の
変
遷

図
１
は
、
著
者
が
一
九
九
五
年
の
国
連
が
作
成
し
た
世
界
の
人
口

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
の
予
測

を
作
図
し
た
も
の
で
あ
る
（
松
林 

二
〇
〇
二
）。
図
２
に
そ
れ
ぞ

れ
、
約
一
〇
年
後
の
二
〇
〇
六
年
の
国
連
人
口
予
測
デ
ー
タ
を
も
と

に
同
様
の
手
法
で
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

割
合
と
〇
〜
一
四
歳
の
子
ど
も
の
人
口
割
合
の
推
移
を
一
九
五
〇
年

か
ら
二
〇
五
〇
年
ま
で
ま
と
め
た
。
図
１
と
図
２
を
比
べ
る
と
、
九

五
年
予
測
よ
り
も
二
〇
〇
六
年
予
測
の
ほ
う
が
は
る
か
に
少
子
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
表
１
は
、
ア
ジ
ア
諸
国

の
二
〇
五
〇
年
に
お
け
る
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
割
合
と
〇
〜

一
四
歳
の
子
ど
も
の
人
口
割
合
の
予
測
を
、
一
九
九
五
年
時
点
の
予

測
（
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
年
鑑
編
集
委
員
会 

一
九
九
九
）

と
二
〇
〇
六
年
時
点
の
予
測
（
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
年

鑑
編
集
委
員
会 

二
〇
〇
七
）
で
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
測
値
の
差

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
表
を
み
る
と
、
二
〇
五
〇
年
に
お
け
る

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
口
割
合
は
、
一
九
九
五
年
予
測
で
ア
ジ

ア
の
代
表
国
平
均
が
一
七
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
一
〇
年

後
の
二
〇
〇
六
年
予
測
で
は
二
二
・
六
％
と
、
約
四
・
八
％
上
方
修

正
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
五
〇
年
に
お
け
る
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の

人
口
割
合
に
関
す
る
一
九
九
五
年
予
測
と
二
〇
〇
六
年
予
測
の
差

は
、
韓
国
が
最
大
で
一
四
％
、
つ
い
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
九
・

一
％
、
日
本
の
七
・
五
％
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
七
・
三
％
、
中
国
の

五
・
五
％
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
四
％
以
上
の
上
方
修
正
が
行
わ

れ
た
。
同
様
に
、
二
〇
五
〇
年
に
お
け
る
〇
〜
一
四
歳
の
子
ど
も
の

人
口
割
合
は
、
一
九
九
五
年
予
測
で
ア
ジ
ア
の
代
表
国
平
均
が
一

九
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
一
〇
年
後
の
二
〇
〇
六
年
予
測

で
は
一
五
・
九
％
と
、
約
三
・
三
％
下
方
修
正
さ
れ
た
。
下
方
修
正



171 高齢化するアジアと蔓延する糖尿病への対策 170

● 日本

シンガポール

■ 韓国

タイ
▲ 中国

インドネシア

× インド

ベトナム

バングラデシュ
フィリピン

ミャンマー

1950 2006 2050 （年）

0

10

20

30

40
全人口に占める割合（％） 

1950 2006 2050 （年）

5

25

15

35

45

全人口に占める割合（％） 

●

●

■

■

▲

▲

■

▲

×

×

×

●

×

×

×

▲

▲

▲

●

●

■

■

■

●
● 日本

シンガポール
■ 韓国

タイ
▲ 中国

インドネシア
× インド

ベトナム

バングラデシュ
フィリピン

ミャンマー

65 歳以上 0～14 歳

図２　アジア諸国における65歳以上の高齢者とO〜14歳人口の推移と予測（2006年予測から）

は
、
韓
国
の
八
・
一
％
を
筆
頭
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
六
・
四
％
、

日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
四
・
四
％
で
あ
っ
た
。
上
に
み
て
き
た
よ
う

に
、
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
の
実
態

は
、
少
な
く
と
も
こ
の
一
〇
年
間
で
は
、
一
九
九
五
年
当
時
の
予
測

値
よ
り
も
早
い
速
度
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ⅲ
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
高
齢
社
会
認
識
の

普
遍
性
と
多
様
性

こ
う
し
た
社
会
の
高
齢
化
を
ふ
ま
え
た
制
度
上
の
取
り
組
み
と
し

て
、
世
界
最
長
寿
国
の
本
邦
で
は
す
で
に
二
〇
〇
〇
年
に
介
護
保
険

制
度
が
導
入
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
は
改
正
介
護
保
険
法
の
も
と
に

高
齢
者
の
介
護
予
防
の
概
念
が
う
ち
だ
さ
れ
た
。
介
護
予
防
の
具
体

的
な
方
策
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
検
出
す
る
た
め
の
「
特

定
検
診
」
も
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
日
本
よ
り

も
速
い
韓
国
で
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
各
国
で
も
高
齢
社
会
に
関

す
る
議
論
が
加
速
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
四
月
の
ス
ペ
イ
ン
の
マ

ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
世
界
老
年
会
議
を
受
け
て
、
同
年

一
〇
月
に
は
、Inaugural A

SEA
N

 Senior O
ffi

cial M
eeting 

on Social W
elfare and D

evelopm
ent

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
開
催

2050年における65歳以上の人口割合 2050年における0〜14歳の人口割合
1995
予測

2000
予測

2006
予測

95-06
予測差

1995
予測

2000
予測

2006
予測

95-06
予測差

日本 30.2 36.4 37.7 7.5 15.7 12.5 11.3 ― 4.4
韓国 21.1 27.4 35.1 14 18.5 16.5 10.4 ― 8.1
中国 18.2 22.7 23.7 5.5 19.3 16.3 15.3 ― 4
シンガポール 23.7 28.6 32.8 9.1 17.5 13.9 11.1 ― 6.4
タイ 19 21.1 23.3 4.3 19.3 17.1 16.7 ― 2.6
ベトナム 14.6 17.1 19.2 4.6 20.1 19.8 17.2 ― 2.7
インドネシア 15.8 16.4 18.6 2.8 20.1 19.9 17.5 ― 2.6
フィリピン 13.3 13.9 12.9 ― 0.4 20.6 20.4 19.7 ― 0.9
ミャンマー 11.6 15.8 18.9 7.3 21.5 19.7 17.1 ― 4.4
バングラデシュ 13.8 10.9 11.7 ― 2.1 19.7 22 20.8 1.1
インド 14.9 14.8 14.5 ― 0.4 19.6 19.7 18.2 ― 1.4
平均 17.8 20.5 22.6 4.8 19.2 18 15.9 ― 3.3

表１　アジア諸国の少子高齢化に関する1995年、2000年予測と2006年予測の比較

（出所）松林（2002）、エイジング総合研究センター年鑑編集委員会（1999、2007）より作成

●

●

●

■

▲

▲

×
×▲

×

● 日本

シンガポール

■ 韓国

タイ
▲ 中国

インドネシア
× インド

ベトナム
バングラデシュ
フィリピン
ミャンマー

1950 1995 2050 （年）

0

10

20

30

40

65 歳以上

1950 1995 2050 （年）

10

20

30

40

50

0～14 歳

フィリピン

日本
シンガポール
韓国

中国

バングラデシュ

ベトナム

インドネシア

タイ

インド

■

■

●

●

●

■

■

■

▲

▲

▲

×

ミャンマー×

×

全人口に占める割合（％） 全人口に占める割合（％） 

図１　アジア諸国における65歳以上の高齢者とO〜4歳人口の推移と予測（1995年予測から）
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さ
れ
、
そ
の
な
か
で
、
社
会
福
祉
、
家
族
と
人
口
問
題
（
二
〇
〇
三

―
二
〇
〇
六
）
が
採
択
さ
れ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
口
の
高
齢

化
に
関
す
る
識
者
間
国
際
協
議
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
会
議
で
討

議
さ
れ
た
論
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
は
ま
だ
相
対
的
に
低
い
が
、
そ
の
高
齢
化
の
ス

ピ
ー
ド
と
高
齢
者
の
絶
対
数
の
多
さ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
人
類
が

経
験
し
た
歴
史
と
は
大
き
く
異
な
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
ま
ず
重

要
な
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ

る
。
現
在
ま
で
、
高
齢
者
人
口
の
倍
加
年
数
（
七
％
か
ら
一
四
％
に

要
し
た
年
数
）
が
史
上
最
速
で
あ
っ
た
日
本
の
二
四
年
を
、
ア
ジ
ア

諸
国
が
抜
き
去
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
韓
国
：
一
七
年
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
：
一
六
年
、
ベ
ト
ナ
ム
：
一
四
年
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
倍

加
年
数
二
〇
年
と
予
測
さ
れ
る
タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
高
齢
者
の
増

加
の
ス
ピ
ー
ド
を
と
っ
て
も
、
英
国
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
一
九
八
五

年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
た
ど
る
高
齢
者
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
の
一

五
倍
以
上
の
速
度
と
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
全
域

に
お
け
る
一
九
七
五
年
時
点
で
の
高
齢
者
の
人
口
は
一
八
三
〇
万
人

（
全
人
口
の
五
・
七
％
）
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
で
は
三
七
三

〇
万
人
（
全
人
口
の
七
・
一
％
）
と
倍
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
二
〇

二
五
年
に
は
八
七
九
〇
万
人
（
一
二
・
三
％
）
と
な
る
予
測
が
共
通

の
認
識
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
二
五
年
に

い
た
る
二
世
代
の
間
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
総
人
口
は
五
億
二
千

二
一
〇
万
人
か
ら
六
億
九
千
二
一
〇
万
人
へ
と
約
三
二
・
六
％
増
加

す
る
の
に
対
し
て
、
高
齢
者
の
人
口
は
一
三
五
・
六
％
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
二
〇
五
〇
年
に
は
高
齢
者
人
口
の
割
合
は
全
人
口

の
四
分
の
一
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
に
対
す
る
保
健
・
福
祉
政
策
を
立
案
す
る
う
え
で
重
要
な

こ
と
は
、
高
齢
者
人
口
の
割
合
の
み
で
は
な
く
そ
の
絶
対
数
の
問
題

と
そ
の
集
中
地
域
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
お
い
て
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
六
〇
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
一
二
％
で
あ
る
が

そ
の
絶
対
数
は
一
七
万
人
、
そ
の
多
く
が
都
市
部
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
に
居
住
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
六
〇
歳
以

上
人
口
の
割
合
は
七
・
二
％
で
は
あ
る
が
そ
の
実
数
は
一
四
〇
〇
万

人
に
達
す
る
。
し
か
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
高
齢
者
の
大
半
の

居
住
地
域
は
郡
部
農
村
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
高
齢
者
の
絶
対
数
と
地
理
的
偏
在
は
、
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
医
療
資
源
の
分
配
の
保
証
、
ま
た
医
療
費
の
均
質
な
確
保
、
ケ

ア
ー
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
、
行
政
が
高
齢
者
の
た
め
の
保
健
・
福

祉
制
度
を
構
築
す
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い
課
題
で
あ
り
、
地
域
固

有
の
解
決
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
高
齢
問
題
は
、
地
域
固
有
の
多
様
な

様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
全
体
で
社
会
の
高
齢
化
に
関
す
る

認
識
は
す
で
に
共
有
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
福
祉
に
関
す
る
優
先

す
べ
き
概
念
も
欧
米
的
な
そ
れ
よ
り
も
ア
ジ
ア
固
有
の
価
値
観
の
重

要
性
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
欧
米
で

は
、
人
権
を
も
っ
た
高
齢
者
の
自
立
の
支
援
と
尊
厳
の
確
保
と
い
う

個
人
を
中
心
と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
主
調
な
の
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア

で
優
勢
な
高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
村
落
共
同
体

や
家
族
と
い
う
人
と
人
と
の
間
柄
に
お
い
て
の
高
齢
者
の
役
割
と
い

う
視
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
高
齢
者
の
ケ
ア
ー
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
か
た
に
対
し
て
は
、
欧
米
の
個
人
主
義
的
福
祉
政
策
と
は

一
線
を
画
し
て
、
ア
ジ
ア
で
は
、
家
族
、
親
族
、
村
落
共
同
体
、
宗

教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
協
働
し
て
ケ
ア
ー
に
あ
た
る
の
が
現
実
的

と
の
考
え
が
強
い
。
た
だ
、
市
場
経
済
の
浸
透
や
情
報
の
広
域
化
と

加
速
化
、
若
者
の
都
市
部
へ
の
流
出
に
伴
う
核
家
族
化
な
ど
、
現

在
、
急
速
に
進
展
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
ア
ジ
ア
全
域
に

お
し
よ
せ
て
お
り
、
二
一
世
紀
の
ア
ジ
ア
が
人
口
の
高
齢
化
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
ゆ
く
の
か
即
断
が
難
し
い
の
も
実
情

で
あ
る
。

Ⅳ
栄
養
転
換
と
疾
病
転
換

人
口
転
換
と
表
裏
し
て
認
め
ら
れ
る
の
が
、栄
養
転
換（N

utritional 
T

ransition

）
と
疾
病
転
換
（D

isease T
ransition

）
で
あ
る
。
ゆ
る

や
か
な
経
済
成
長
と
「
緑
の
革
命
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
食
糧
事

情
の
変
化
は
、
ア
ジ
ア
の
人
々
の
栄
養
状
態
に
も
大
き
く
影
響
し

た
。
二
〇
世
紀
後
半
、
欧
米
諸
国
で
は
糖
質
主
体
の
食
事
か
ら
高
蛋

白
、
高
脂
肪
の
食
事
に
変
化
し
た
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
糖
質
さ

え
十
分
に
は
摂
取
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
蛋
白
、
脂
質
、
ビ
タ

ミ
ン
等
の
欠
乏
は
カ
ロ
リ
ー
不
足
と
あ
い
ま
っ
て
、
乳
児
死
亡
や
周

産
期
死
亡
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
二
一
世
紀
に
入
る
と
、
ア
ジ

ア
で
は
、
糖
質
主
体
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
は
あ
る
程
度
み
た
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
家
庭
に
よ
っ
て
は
、
蛋
白
質
、
脂
肪
の
摂
取
も
増
加
し

て
き
た
。
食
糧
供
給
が
安
定
し
、
人
類
が
も
っ
と
も
恐
れ
た
飢
餓
か

ら
解
放
さ
れ
逆
に
飽
食
へ
変
化
し
た
。
食
成
分
に
つ
い
て
も
貧
困
時

代
の
糖
質
主
体
の
食
物
は
よ
り
高
価
な
蛋
白
質
、
脂
質
に
と
っ
て
か

わ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
栄
養
転
換
は
、
乳
児
死
亡
率

を
さ
げ
る
こ
と
に
寄
与
し
、
平
均
寿
命
の
延
伸
を
も
た
ら
し
た
。
栄

養
状
態
の
充
実
と
平
均
寿
命
の
延
伸
は
、
疾
病
構
造
に
も
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
で
は
、
熱
帯
地
域
特

有
の
マ
ラ
リ
ア
等
の
感
染
症
は
ま
だ
重
要
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
が
、
低
栄
養
に
も
と
づ
く
小
児
下
痢
症
、
敗
血
症
等
の
急
性
感

染
症
の
発
生
は
低
下
し
て
き
て
い
る
。
栄
養
転
換
が
疾
病
構
造
に
も

た
ら
す
影
響
は
、
乳
児
死
亡
率
の
減
少
の
み
な
ら
ず
、
中
高
年
以
降

に
認
め
ら
れ
る
癌
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
そ
し
て
そ
の
危
険
因
子
と

し
て
の
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
肥
満
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
増
加
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
増
加
は
、
認
知
症
、
脳
卒
中
後
遺
症
、

骨
・
関
節
疾
患
な
ど
の
慢
性
疾
患
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
現

象
を
疾
病
転
換
と
い
う
が
、
今
や
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
疾
病
転
換

が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
典
型
が
糖
尿
病
で
あ
る
。
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た
結
果
、
糖
尿
病
が
一
七
・
七
％
、
耐
糖
能
異
常
（
境
界
型
―
糖
尿

病
予
備
群
）
が
一
〇
・
七
％
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
図
３
）

（Suzuki et al. 2006

）。
先
進
国
日
本
と
ほ
ぼ
か
わ
ら
な
い
お
ど
ろ

く
べ
き
頻
度
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
で
は
、
一
般
的
な
健
診
は
な
い
の

で
、
足
指
が
壊
疽
と
な
っ
た
り
、
網
膜
症
で
視
力
異
常
を
き
た
し
た

場
合
や
腎
不
全
と
な
っ
た
状
態
で
、
初
め
て
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
る

こ
と
が
常
態
の
よ
う
で
あ
る
。

ラ
オ
ス
の
農
村
郡
部
の
高
齢
者
で
糖
尿
病
の
有
病
率
が
多
い
こ
と

は
衝
撃
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
に
は
、
や
は
り
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
も
、
糖
尿
病
の
有
病
率
が
増
加
し
て
い
る
と
す
る
報
告
が
あ
り
、

（K
ing et al. 2005

）
ア
ジ
ア
に
お
け
る
糖
尿
病
は
国
際
公
衆
衛
生

上
の
あ
ら
た
な
課
題
と
な
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

健
診
後
で
た
だ
ち
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
糖
尿
病
高
齢
者
の
治

療
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
重
症
例
は
、
郡

病
院
で
糖
尿
病
薬
を
と
り
よ
せ
て
も
ら
い
薬
剤
導
入
が
必
要
で
あ
る

が
、
何
の
症
状
も
な
い
軽
症
糖
尿
病
患
者
に
対
し
て
の
薬
剤
の
導
入

は
、
耐
用
性
か
ら
も
ま
た
経
済
的
に
も
ラ
オ
ス
で
は
現
実
的
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
現
地
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
通
じ
て
、
食
事
、
運
動
療
法

な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
改
善
指
導
を
一
年
間
継
続
し
た
と
こ
ろ
、

体
重
、
空
腹
時
血
糖
な
ど
に
お
い
て
改
善
を
認
め
た
（
表
２
）

（O
kum

iya et al. 2008a

）。
以
後
、
ラ
オ
ス
保
健
省
は
、
各
診
療
所

Ⅴ
ラ
オ
ス
に
お
け
る
糖
尿
病

ラ
オ
ス
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
な
か
で
も
貧
し
い
国
の
一
つ
で
、

二
〇
一
一
年
度
の
ひ
と
り
あ
た
り
の
国
内
総
生
産
は
二
七
〇
〇
米
ド

ル
（
ち
な
み
に
日
本
は
三
万
四
三
〇
〇
米
ド
ル
）
に
す
ぎ
な
い
。
写

真
２
は
、
二
〇
〇
四
年
に
ラ
オ
ス
の
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
州
ソ
ン
コ
ン
郡

で
医
学
調
査
を
実
施
し
た
際
に
診
察
し
た
一
〇
一
歳
の
女
性
で
あ

る
。
年
齢
に
つ
い
て
は
、
本
人
・
家
族
の
申
告
と
村
長
に
よ
る
住
民

記
録
を
生
年
の
干
支
で
照
合
し
た
値
を
採
用
し
た
も
の
で
、
厳
密
な

正
確
性
に
関
し
て
は
多
少
あ
や
ふ
や
な
点
は
残
る
。
ラ
オ
ス
の
よ
う

な
経
済
的
に
は
決
し
て
豊
か
で
な
い
郡
部
農
村
地
域
に
お
い
て
も
百

寿
者
が
出
始
め
て
い
る
。
現
代
医
療
技
術
や
防
疫
シ
ス
テ
ム
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
は
、
ア
ジ
ア
の
貧
し
い
開
発
途
上
国

に
ま
で
確
実
に
お
よ
ん
で
お
り
、
そ
の
寿
命
延
長
に
成
功
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
の
百
寿
女
性
の
血
液

検
査
を
行
っ
て
み
る
と
、
食
後
で
は
あ
る
が
血
糖
値
が
四
五
〇

m
g/dl

を
ス
ケ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
て
い
た
。
国
際
基
準
に
お
け
る
血

糖
値
の
正
常
値
は
、
食
後
で
も
一
二
六m

g/dl

未
満
と
さ
れ
て
い

る
。
ア
ジ
ア
の
高
齢
者
糖
尿
病
で
は
、
食
前
血
糖
値
は
さ
ほ
ど
高
い

値
を
呈
さ
な
い
が
、
食
後
血
糖
が
高
値
を
示
す
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
種
の
糖
尿
病
は
、
臓
器
病
変
を
き
た
す
ま
で
の
期
間
が

長
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
例
も
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
と
推
定
さ
れ

た
。
一
般
に
糖
尿
病
は
、
高
血
糖
の
期
間
が
長
期
に
わ
た
っ
て
か
ら

神
経
症
状
、
網
膜
症
、
腎
症
な
ど
の
臓
器
病
変
を
き
た
し
て
く
る
。

こ
の
百
寿
女
性
は
明
ら
か
な
臓
器
病
変
を
認
め
な
い
こ
と
か
ら
、
本

症
例
の
食
後
高
血
糖
は
、
加
齢
に
伴
い
最
近
に
な
っ
て
現
れ
た
現
象

と
推
測
さ
れ
た
。
ソ
ン
コ
ン
郡
の
郡
病
院
で
は
、
血
糖
測
定
が
で
き

な
い
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
糖
尿
病
の
診
断
は
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
治
療
も
し
て
い
な
い
。
こ
の
女
性
に
限
ら
ず
、
ラ
オ
ス
の
こ
の

地
域
に
は
血
糖
値
が
高
い
例
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
翌
年
、
約
五

〇
〇
名
の
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
に
七
五
グ
ラ
ム
・
ブ
ド
ウ
糖
負
荷

試
験
を
実
施
し
た
（
写
真
３
）。
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
は
、
糖
尿
病

を
診
断
す
る
た
め
の
最
も
正
確
な
方
法
で
あ
る
。
前
日
の
夜
九
時
以

降
か
ら
絶
食
と
し
て
翌
朝
に
ま
ず
空
腹
時
の
血
糖
値
を
測
定
し
た

後
、
七
五
グ
ラ
ム
・
ブ
ド
ウ
糖
水
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
、
二
時
間
後

に
再
度
血
糖
値
を
測
定
す
る
。
七
五
グ
ラ
ム
・
ブ
ド
ウ
糖
に
対
す
る

体
内
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量
と
そ
の
反
応
の
結
果
で
あ
る
血
糖
値
を

測
定
す
る
診
断
法
で
あ
る
。
糖
尿
病
の
診
断
に
は
最
も
厳
密
な
方
法

で
あ
り
、
手
続
自
体
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
の
だ
が
、
二
度
も
採

血
を
行
う
こ
と
と
二
時
間
を
要
す
る
検
査
な
の
で
、
最
近
で
は
先
進

国
の
病
院
で
も
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ラ

オ
ス
で
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
が
行
わ
れ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
は

な
か
ろ
う
か
。
五
〇
四
名
の
対
象
者
の
う
ち
、
随
時
血
糖
値
が
一
一

〇m
g/dl

以
上
の
高
齢
者
に
再
度
呼
び
か
け
て
負
荷
試
験
を
行
っ

写真２　ラオス・ソンコン郡で来診した高血糖
を示す101歳女性

写真３　ラオス・ソンコン郡における地域ベー
スのブドウ糖負荷試験
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All subjects (Casual Blood Sugar Examamination)
N=504

200mg/dl≦CBS or on Treatment
N=72

110mg/dl≦CBS<200mg/dl
N=180

CBS<110
N=252＊

OGTT
N=153

Non responder
N=27

Non responder
N=16

OGTT
N=56

DM
N=28

18.3<%>

IGT
N=39

25.5<%>

NGT
N=86

56.2<%>

DM
N=44

78.6<%>

IGT
N=6

10.7<%>

NGT
N=6

10.7<%>

Estimated Prevalence of DM and IGT for all 504 subjects

Estimated Number
<%>

89
<17.7>

54
<10.7>

361
<71.6>

DM IGT NGT

DM：糖尿病　IGT：境界型糖尿病　NGT：正常

図３　ブドウ糖負荷試験による、ラオス農村地域の糖尿病と境界型の頻度
（出所）Suzuki et al.（2006）より改変　＊＝統計学的な有意差あり

BMI＞25（％） HOMA-R＞2.5（％）

n 2004 2005 p 2004 2005 p

糖尿病 26 19.2 7.7 0.0026 56.0 40.0 0.0052

I 境界型 16 25.0 18.8 0.0009 31.3 18.8 ns

正常群 34 17.6 11.8 ＜ 0.0001 5.9 20.6 ns

表２　ラオス・ソンコン郡における軽症糖尿病ならびに境界型糖尿病を
有する高齢者に対する1年間の非薬物的、生活習慣改善介入の効果

（出所）Okumiya et al.（2008a）より改変
（注）BMI： Body Mass Index（肥満度）　HOMA-R：インスリン抵抗性の指標

に
も
血
糖
簡
易
測
定
器
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

Ⅵ
ラ
オ
ス
体
験
の
日
本
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

ラ
オ
ス
の
地
域
高
齢
者
に
お
け
る
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
に
よ
る
糖

尿
病
診
査
と
非
薬
物
療
法
の
効
果
を
重
視
し
た
私
た
ち
は
、
日
本
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
高
知
県
土
佐
町
に
お
い
て
も
、「
ブ
ド
ウ
糖
負

荷
試
験
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
町
保
健
当
局
の
賛
同
を

得
て
、
高
齢
者
住
民
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
三
七
三
名

の
高
齢
者
か
ら
受
診
の
希
望
が
よ
せ
ら
れ
た
。
さ
き
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
前
夜
か
ら
の
絶
食
と
二
回
の
採
血
と
い
う
よ
う
に
手
続
き
が

煩
雑
で
あ
る
こ
と
と
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
病
院
で
も

ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
病

院
で
は
な
く
地
域
の
公
民
館
や
学
校
で
、
六
五
歳
以
上
の
住
民
を
対

象
と
し
て
行
う
「
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
」
の
試
み
は
、
本
邦
で
も
初

め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
写
真
４
）。

約
一
週
間
に
わ
た
る
地
域
で
の
「
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
」
に
よ
っ

て
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
三
七
三
名
中
四
七
名
（
一
三
％
）
が
新

た
に
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
、
一
一
九
名
（
三
二
％
）
が
境
界
型
（
糖

尿
病
予
備
群
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
適
切
な
管
理
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
日
本
で
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ
掛
り
付

け
医
を
持
ち
、
ま
た
年
に
一
度
は
町
の
健
康
診
断
が
行
わ
れ
て
い

る
。
医
療
保
険
が
完
備
し
て
自
治
体
健
診
制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
る

日
本
で
も
、
か
な
り
の
部
分
の
糖
尿
病
が
見
逃
さ
れ
て
い
る
事
実

は
、
老
年
医
学
の
世
界
に
も
衝
撃
を
も
た
ら
し
、
英
国
の
医
学
学
術

誌
ラ
ン
セ
ッ
ト
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
（
表
３
）（Fujisaw

a et al. 
2007

）。
こ
の
報
告
を
通
じ
て
、「
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
」
と
い
う
、

古
典
的
で
時
間
は
か
か
る
が
糖
尿
病
の
診
断
に
は
精
確
な
診
断
法
が

改
め
て
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ラ
オ
ス
で
の
体
験
か
ら
、
軽
症
の
糖
尿
病
患
者
や
糖
尿
病
の
予
備

群
で
あ
る
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
薬
物
療
法
で
は
な
く
食
事
指
導
と

運
動
処
方
と
い
う
生
活
習
慣
改
善
の
介
入
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
指
導

を
受
け
た
高
齢
者
で
は
糖
尿
病
の
各
指
標
に
有
意
の
改
善
が
認
め
ら

写真４　高知県土佐町におけるブドウ糖負荷試
験の実施風景
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れ
た
（O

kum
iya et al. 2008b

）。
ラ
オ
ス
と
は
対
照
的
に
、
非
薬

物
的
な
食
事
指
導
や
運
動
処
方
の
よ
う
に
マ
ン
パ
ワ
ー
と
時
間
を
要

す
る
疾
病
介
入
は
、
多
数
の
外
来
患
者
を
診
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

薬
物
処
方
に
よ
り
診
療
報
酬
が
規
定
さ
れ
て
い
る
日
本
の
医
療
保
険

制
度
下
の
病
院
医
療
で
は
、
経
済
効
率
か
ら
考
え
て
も
あ
ま
り
現
実

的
で
は
な
い
。
そ
こ
で
土
佐
町
で
は
、
こ
の
種
の
予
防
的
な
医
療
介

入
は
、
病
院
と
協
力
し
な
が
ら
も
町
自
治
体
が
主
導
し
て
実
施
す
る

体
制
を
構
築
し
た
。

Ⅶ
タ
イ
・
コ
ン
ケ
ン
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
糖
尿
病

糖
尿
病
健
診
を
行
っ
た
ラ
オ
ス
の
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
周
辺
は
、
一
八

世
紀
に
タ
イ
領
に
編
入
さ
れ
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

侵
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
干
渉
を
受
け
て
、
一
八
九
三
年
に
は
メ
コ
ン

川
東
岸
地
区
（
現
ラ
オ
ス
領
域
）
が
タ
イ
か
ら
分
割
さ
れ
、
一
八
九

九
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
と
も
に
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連

邦
に
編
入
さ
れ
た
。
一
九
五
三
年
に
ラ
オ
ス
は
独
立
し
て
タ
イ
と
国

境
を
接
す
る
が
、
東
北
タ
イ
に
位
置
す
る
コ
ン
ケ
ン
地
域
は
、
メ
コ

ン
川
を
は
さ
ん
で
ラ
オ
ス
に
接
し
て
お
り
ラ
オ
ス
と
共
通
の
文
化
を

も
っ
て
い
る
人
々
も
多
い
。

コ
ン
ケ
ン
大
学
医
学
部
で
は
、
私
た
ち
の
ラ
オ
ス
に
お
け
る
高
齢

者
糖
尿
病
の
報
告
を
受
け
て
、
コ
ン
ケ
ン
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
糖

尿
病
の
疫
学
実
態
に
重
大
な
関
心
を
示
し
た
。
比
較
的
近
し
い
民
族

的
な
文
化
を
共
有
す
る
も
の
の
、
ラ
オ
ス
と
タ
イ
で
は
経
済
発
展
の

度
合
い
が
異
な
り
、
経
済
発
展
の
度
合
い
が
高
齢
者
糖
尿
病
の
有
病

率
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
す
か
、
と
い
う
の
が
コ
ン
ケ
ン
大
学

医
学
部
の
問
題
関
心
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で

あ
っ
た
コ
ン
ケ
ン
大
学
医
学
部
コ
ビ
ッ
ト
・
カ
ン
ピ
タ
ー
ク
医
師
を

通
じ
て
、
コ
ン
ケ
ン
大
学
医
学
部
の
意
向
と
協
力
の
要
請
が
伝
え
ら

男
（N=162）

女
（N=211）

計
（N=373） ％

糖尿病 24 23 47 13

境界型 48 71 119 32

正常 90 117 207 55

表３　高知県土佐町における地域ベースのブドウ
糖負荷試験により検出された未発見かつ未治療の
糖尿病ならびに境界型糖尿病高齢者の割合

（出所）Fujisawa et al.（2007）から引用改変

れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
京
大
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
の
フ
ィ
ー
ル
ド
医

学
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
〇
七
年
に
コ
ン
ケ
ン
地
域
の
農
村
部
タ
ン
カ

ン
郡
と
コ
ン
ケ
ン
市
内
に
住
む
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
ブ

ド
ウ
糖
負
荷
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

農
村
部
の
タ
ン
カ
ン
郡
で
一
〇
三
名
、
コ
ン
ケ
ン
市
内
で
二
〇
四

名
の
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
が
受
診
し
た
。
受
診
者
全
体
に
対
す
る

糖
尿
病
の
有
病
率
は
、
農
村
部
タ
ン
カ
ン
郡
で
二
〇
％
、
コ
ン
ケ
ン

市
内
で
四
一
％
と
高
率
で
、
コ
ン
ケ
ン
で
は
農
村
部
に
比
し
て
市
内

で
よ
り
頻
度
が
高
か
っ
た
（
図
４
）。
こ
の
高
度
な
糖
尿
病
の
有
病

率
に
は
、「
糖
尿
病
の
診
断
健
診
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
っ
て

受
診
者
を
募
っ
た
た
め
、
糖
尿
病
を
有
す
る
か
あ
る
い
は
疑
う
高
齢

者
が
と
く
に
積
極
的
に
受
診
し
た
可
能
性
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
も
考
え

ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
糖
尿
病
頻
度
が
、
一
般
高
齢
者
の
有
病

率
よ
り
も
高
く
で
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と

も
コ
ン
ケ
ン
で
も
糖
尿
病
が
確
実
に
多
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
結
果
は
、
コ
ン
ケ
ン
大
学
医
学
部
を
通
じ
て
、
コ
ン
ケ
ン
市

衛
生
部
や
地
域
住
民
組
織
に
も
伝
え
ら
れ
、
住
民
有
志
が
主
導
し
て

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
「
運
動
教
室
」
が
各
所
に
た
ち
あ
が
っ

た
。
こ
の
運
動
教
室
を
指
導
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
、
看
護

師
や
保
健
師
を
定
年
退
職
し
た
六
〇
歳
以
上
の
保
健
知
識
人
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
た
っ
て
お
り
、
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の
た
め
の
健

康
増
進
活
動
と
し
て
は
一
つ
の
理
想
的
な
取
り
組
み
と
い
え
よ
う

（
写
真
５
）。

治療中の
糖尿病
18％

未治療の糖尿病
23％

未治療の糖尿病
予備群
32％

正常群
27％

治療中の糖尿病
12％

未治療の糖尿病
８％

未治療の糖尿病
予備群
24％

正常群
56％

コンケン市内
（N=204）

郡部タンカン
（N=103）

図４　タイ・コンケン郡部（タンカン）とコンケン市における60歳以上の糖尿病有病率
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Ⅷ
糖
尿
病
と
経
済
状
態

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
糖
尿
病
は
従
来
、
経
済
的
に
豊
か
な

階
層
に
み
ら
れ
る
疾
病
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ラ
オ
ス
・

ソ
ン
コ
ン
郡
の
よ
う
な
貧
し
い
地
域
で
も
糖
尿
病
が
多
発
し
て
い
る

事
実
か
ら
、
ラ
オ
ス
・
ソ
ン
コ
ン
郡
と
日
本
の
高
知
県
土
佐
町
に
お

い
て
、
高
血
糖
有
病
率
と
経
済
状
況
と
の
関
連
を
検
討
し
た
。
経
済

状
態
は
「Poor

」、「M
oderate

」、「Rich

」
の
三
段
階
に
区
分
し

た
。
経
済
状
態
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ラ
オ
ス
・
ソ
ン
コ
ン
郡
で

は
、
そ
の
高
齢
者
の
家
庭
資
産
な
ど
を
元
に
各
村
長
か
ら
客
観
的
な

経
済
区
分
判
断
を
求
め
た
。
高
知
県
土
佐
町
で
は
申
告
月
額
収
入
か

ら
、
収
入
分
布
下
位
二
五
％
の
月
額
六
・
五
万
円
以
下
を
「Poor

」、

収
入
分
布
上
位
二
五
％
の
一
五
万
円
以
上
を
「Rich

」
と
し
、
六
・

五
万
〜
一
五
万
円
を
「M

oderate

」
と
分
類
し
た
。
図
５
は
、
ラ

オ
ス
・
ソ
ン
コ
ン
郡
と
高
知
県
土
佐
町
に
お
い
て
、
経
済
状
態
で

「Poor

」、「M
oderate

」、「Rich

」
に
区
分
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
高
齢

者
に
お
け
る
高
血
糖
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
佐
町
に
お

い
て
は
、
高
血
糖
の
割
合
は
「Rich

」
群
で
最
も
高
く
、
次
い
で

「Poor

」
群
、「M

oderate

」
群
の
順
で
い
わ
ゆ
る
Ｊ
―

カ
ー
ブ
現
象

を
示
し
た
。
一
方
、
ラ
オ
ス
・
ソ
ン
コ
ン
群
で
は
、
高
血
糖
の
頻
度

は
、「Poor

」
群
で
最
も
高
く
、
次
い
で
「Rich

」
群
、「M

oderate

」

群
の
順
で
あ
り
逆
Ｊ
―

カ
ー
ブ
現
象
を
示
し
た
（O

kum
iya et al. 

2007

）。
こ
の
結
果
は
、
糖
尿
病
の
有
病
率
が
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
経

済
的
な
豊
か
さ
と
も
相
関
は
す
る
も
の
の
、
先
進
国
・
途
上
国
に
共

通
し
て
経
済
的
な
貧
し
さ
と
も
関
連
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
と
く
に
ラ
オ
ス
・
ソ
ン
コ
ン
郡
に
お
い
て
は
、
経
済
的

に
豊
か
な
階
層
に
属
す
る
高
齢
者
よ
り
も
貧
し
い
と
さ
れ
る
高
齢
者

に
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
事
実
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
経
済
と
糖
尿
病
と
の
関
連
を
解
釈
す
る
た
め
に
は
、
糖
尿
病

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
の
進
化
医
学
的
考
察
が
参
考
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅸ
進
化
医
学
か
ら
み
た
生
活
習
慣
病
の
意
義

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
肥
満
は
、
死
の
四
重
奏
（D

eadly 
Q

uartette

）
と
よ
ば
れ
る
代
表
的
な
生
活
習
慣
病
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
人
類
の
祖
先
が
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
祖
先
と
分
岐
し

た
約
七
〇
〇
万
年
ま
え
か
ら
お
よ
そ
六
九
九
万
年
の
間
、
私
た
ち
の

遺
伝
子
は
そ
の
乗
り
物
で
あ
る
身
体
を
狩
猟
や
採
集
を
行
い
な
が
ら

小
さ
な
集
団
で
暮
ら
す
よ
う
に
適
応
設
計
し
て
き
た
。
感
染
症
に
打

ち
勝
つ
た
め
の
免
疫
系
の
確
立
、
外
傷
に
よ
る
出
血
を
最
小
限
に
く

い
と
め
る
止
血
機
構
の
整
備
、
飢
餓
を
の
り
こ
え
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
貯
蔵
の
機
構
、
激
し
い
運
動
に
も
耐
え
得
る
神
経
筋
肉
の
反
応

系
な
ど
、
人
間
の
遺
伝
子
は
石
器
時
代
の
人
間
の
生
活
様
式
と
ア
フ

リ
カ
と
い
う
環
境
に
最
大
に
適
応
す
べ
く
人
体
を
設
計
し
て
き
た
。

石
器
時
代
の
人
類
の
寿
命
は
三
〇
歳
か
ら
長
く
て
も
せ
い
ぜ
い
四

〇
歳
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
最
大
の
適
応
は
三
〇
―
四
〇
年

く
ら
い
も
て
ば
よ
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
約
一

万
年
前
か
ら
人
類
は
農
業
を
発
明
し
、
そ
れ
ま
で
の
狩
猟
採
集
経
済

か
ら
農
耕
生
活
に
徐
々
に
移
行
し
人
口
は
稠
密
と
な
っ
て
ゆ
く
の
だ

が
、
飢
餓
の
危
機
、
毎
日
の
肉
体
労
働
、
寿
命
の
長
さ
に
大
き
な
変

25
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化
は
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
と
り
わ
け
二
〇
世
紀
と
い
う
こ
の
一
〇
〇
年
間
は
、
人

類
の
生
態
七
〇
〇
万
年
の
歴
史
に
驚
異
的
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

本
邦
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
四
四
歳
で
あ
っ
た
女
性
の
平
均
寿
命
は

こ
の
一
〇
〇
年
間
で
四
〇
歳
も
延
長
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
も

百
寿
者
が
で
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
石
器
時
代
に
遺
伝
的
に
最

適
応
し
て
い
た
人
体
は
、
人
生
八
〇
〜
九
〇
年
を
初
め
て
経
験
す
る

こ
と
に
な
る
。

塩
、
砂
糖
、
脂
肪
は
、
人
類
の
進
化
の
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

を
通
し
て
常
に
不
足
し
て
い
た
。
三
〇
歳
か
ら
四
〇
歳
以
下
を
人
生

と
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
が
、
こ
れ
ら
の
物
質
を
可
能
な
限
り

多
く
摂
取
す
る
の
が
健
康
的
で
あ
り
環
境
に
適
応
し
て
い
た
。

し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
十
分
な
塩
分
摂

取
は
四
〇
歳
を
こ
え
る
こ
ろ
か
ら
高
血
圧
を
う
み
脳
卒
中
を
も
た
ら

す
。
人
間
が
飢
餓
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
蓄
す
る

身
体
機
構
は
、
飽
食
に
で
あ
っ
て
糖
尿
病
を
う
み
だ
し
た
。
脂
肪
を

体
内
に
貯
蔵
し
て
食
糧
危
機
の
際
に
有
効
に
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
系
は
、
四
〇
歳
以
降
血
管
壁
に
も
沈
着

し
始
め
、
こ
れ
が
動
脈
硬
化
と
な
っ
て
心
筋
梗
塞
を
も
た
ら
す
。
成

長
期
に
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り
込
む
機
構
は
、
中
年
以
降
、
動
脈

に
も
カ
ル
シ
ウ
ム
を
沈
着
さ
せ
て
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
。

ラ
オ
ス
で
は
、
と
く
に
貧
し
い
人
々
は
お
そ
ら
く
つ
い
最
近
ま

で
、
粗
食
で
あ
り
な
が
ら
激
し
い
労
働
に
耐
え
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
き
た
。
身
体
の
遺
伝
的
設
計
も
、
糖
質
主
体
の
食
事
か
ら

得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
労
働
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
適
応

し
て
き
た
に
違
い
な
い
。
生
存
の
寿
命
も
せ
い
ぜ
い
六
〇
歳
以
下
が

大
半
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
脂
肪
や
タ
ン
パ
ク

質
の
摂
取
も
増
え
、
し
か
も
身
体
を
動
か
す
労
働
も
軽
減
し
た
。
ま

た
、
何
よ
り
も
寿
命
が
延
び
、
多
く
の
高
齢
者
が
六
〇
歳
を
超
え
て

生
存
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
胎
内
期
か
ら
成
長
期
、
そ
し
て

成
人
期
ま
で
、
粗
食
と
労
働
に
適
応
し
て
き
た
身
体
が
、
高
齢
期
に

な
っ
て
急
激
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
出
合
い
、
今
ま
で
の
身

体
の
適
応
が
も
は
や
適
応
的
で
な
く
な
っ
た
状
態
が
糖
尿
病
を
結
果

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
く
に
、
ラ
オ
ス
・
ソ
ン
コ
ン
郡
に
お

け
る
貧
困
層
で
は
、
長
い
人
生
の
期
間
で
限
ら
れ
た
カ
ロ
リ
ー
に
適

応
し
て
い
た
身
体
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
伴
う
急
激
な
過
食
と
運

動
不
足
に
も
は
や
適
応
で
き
ず
に
糖
尿
病
を
も
た
ら
し
て
い
る
可
能

性
が
推
測
さ
れ
る
。

若
い
と
き
に
は
役
に
立
っ
た
能
力
が
、
高
齢
期
に
は
逆
に
作
用
す

る
こ
と
を
生
物
学
上
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
と
よ
ぶ
。
現
在
の
ア
ジ
ア

が
直
面
し
て
い
る
糖
尿
病
は
、
人
生
三
〇
〜
四
〇
年
の
石
器
時
代
の

環
境
に
は
適
応
し
て
い
た
遺
伝
的
な
身
体
機
構
が
、
環
境
の
急
速
な

変
化
と
寿
命
の
延
長
に
よ
っ
て
も
は
や
適
応
の
予
想
を
こ
え
た
状
況

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一
〇
〇
年
と
い
う
時
間
は
、
遺
伝
子

が
進
化
適
応
し
て
身
体
の
調
節
機
構
を
変
革
す
る
た
め
に
は
、
あ
ま

り
に
も
短
か
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

生
活
習
慣
病
が
放
置
さ
れ
て
、
ひ
と
た
び
脳
梗
塞
や
心
臓
病
な
ど

の
臓
器
障
害
を
ひ
き
起
こ
す
と
、
失
わ
れ
た
日
常
生
活
機
能
は
不
可

逆
な
こ
と
が
多
い
が
、
無
症
候
の
生
活
習
慣
病
に
留
ま
る
限
り
は
、

適
切
な
生
活
の
改
善
に
よ
っ
て
臓
器
障
害
の
予
防
が
可
能
で
あ
る
。

そ
の
基
本
は
、
決
し
て
高
度
な
医
療
で
は
な
く
、
過
食
を
避
け
運
動

を
行
う
と
い
う
過
去
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
生
活
習
慣
の
復
権
で
あ

る
。
ま
だ
遅
く
は
な
い
の
だ
。

お
わ
り
に

高
齢
化
が
す
す
む
ア
ジ
ア
で
蔓
延
し
て
い
る
糖
尿
病
に
つ
い
て
、

限
ら
れ
た
所
見
で
は
あ
る
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
の
現
場
か
ら
得
ら

れ
た
私
た
ち
の
医
学
的
知
見
と
対
策
の
実
態
を
概
説
し
た
。

糖
尿
病
と
は
、
血
糖
値
を
調
節
し
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
す

る
か
、
あ
る
い
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
反
応
性
が
悪
く
な
る
生
活
習
慣
病

で
あ
る
。
い
つ
も
人
間
の
血
糖
値
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
る
イ
ン
ス
リ

ン
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
余
っ
て
い
る
場
合
、
細
胞
取
り
込
み

を
指
示
し
、
脂
肪
細
胞
に
は
、
そ
れ
を
油
脂
の
か
た
ち
で
保
存
し
、

不
測
の
飢
餓
に
備
え
る
よ
う
準
備
さ
せ
る
。
糖
尿
病
は
、
飢
餓
状
態

に
適
応
し
て
い
た
ヒ
ト
と
い
う
生
物
が
、
一
気
に
飽
食
の
時
代
に
放

り
込
ま
れ
た
帰
結
と
も
い
え
る
。
長
い
進
化
の
過
程
で
、
不
足
と
欠

乏
に
対
し
て
適
応
し
て
き
た
私
た
ち
の
身
体
は
、
過
剰
さ
に
対
し
て

は
十
分
な
準
備
が
な
い
。
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
過
剰
に
対
し
て
足
る
を

知
る
た
め
の
数
少
な
い
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
長
い
間
肉

食
を
習
慣
と
し
て
き
た
欧
米
白
人
に
比
し
て
、
糖
質
主
体
の
食
生
活

に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
ア
ジ
ア
人
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
感
受
性
が
低

く
、
ア
ジ
ア
人
は
遺
伝
的
に
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
影
響
を
受
け
や

す
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

ア
ジ
ア
の
全
域
で
、
生
活
習
慣
病
を
起
源
と
す
る
非
感
染
性
疾
患

（N
on-Com

m
unicable D

isease

）
に
よ
る
死
亡
が
全
死
亡
の
六
割

以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（D

ans et al. 2001

）。
寿
命
の
延

長
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
現
象
は
、
二
一
世
紀
に
お
い
て
地
球
上
の

す
べ
て
の
地
域
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
向
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
邦
の
各
地
域
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
者
の
実
態
を

調
査
し
て
み
て
感
ず
る
の
は
、
地
域
在
住
高
齢
者
の
健
康
に
影
響
を

も
た
ら
す
の
は
、
近
代
医
療
の
質
的
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
自
然

環
境
と
人
間
の
営
為
の
調
和
が
乱
れ
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
も
印
象

さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
の
人
々
は
、
長
ら
く
、
自
然
と
生
物
、
そ
し
て
人

間
が
調
和
で
き
る
生
態
系
に
適
合
す
る
よ
う
な
生
活
習
慣
を
維
持
し

て
き
た
。
そ
の
分
、
急
激
な
工
学
的
、
経
済
的
な
変
化
に
弱
い
可
能

性
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
高
齢
者
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
工
学
的
な
近

代
医
療
の
導
入
の
み
で
は
な
く
、
身
体
と
生
態
系
、
そ
し
て
文
化
と

の
調
和
を
と
り
も
ど
す
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
自
然
と
の
調
和
あ

る
生
き
方
を
模
索
す
る
こ
と
は
、
環
境
問
題
に
お
い
て
略
奪
的
で
破

壊
的
な
経
済
シ
ス
テ
ム
に
反
省
を
求
め
、
真
の
代
替
手
段
の
創
造
に
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未
来
を
切
り
拓
く
可
能
性
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
高
齢
者
の
健
康

問
題
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
重
要
と
考
え
る
。　　

現
代
医
療
の
主
た
る
場
が
病
院
で
あ
る
の
に
対
し
、高
齢
者
医
療
・

介
護
の
場
は
多
く
の
場
合
、
家
庭
で
あ
り
地
域
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
通
常
医
療
は
臨
床
的
で
あ
る
が
、
高
齢
者
医
療
・
介
護
は
固
有

の
生
態
系
や
文
化
に
ね
ざ
し
た
臨
地
性
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
が
重
視
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
人
の
老
化
現
象
に
み
ら
れ
る
普
遍
性

と
多
様
性
の
両
面
か
ら
高
齢
者
を
と
ら
え
き
れ
た
と
き
、
二
一
世
紀

の
地
球
高
齢
社
会
に
対
す
る
視
野
が
開
け
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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